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１ はじめに 

 

 平成 20 年４月１日に圏域５市町村が合併して誕生した「村上市」。県内市町村で最大の面

積を抱え、市内各地域には自然や伝統文化、郷土の食など魅力あふれる宝が多くあります。 

 しかし、年々地域を担う子どもたちが減少する中、高齢化率も３割を超え、将来の地域を

支える人材が不足する傾向にあります。このことで伝統的な行事や地域・集落の機能が維持

できるかなどの不安も抱えています。 

 そのため、自然や伝統文化などの地域の宝を活かした取り組みを、地域のみなさんや各種

関係団体、行政が共に進め、「地域の元気づくり」を実現することで、不安を解消する必要が

あります。 

 このような背景の中、市では各地域が抱える課題の解消や地域の活性化をめざし、市民と

行政が一体となって「市民協働のまちづくり＊１」に取り組んでいます。この具体策の一つと

して、平成 23 年度末、町内や集落が一定規模単位にまとまった「地域まちづくり組織＊２」

（以下「地域組織」という。）が、市内に 17 組織設立されました。各組織には地域の担当と

して市職員が配置され、地域のみなさんと共に活動を行っています。また各組織は、市から

の「地域まちづくり交付金＊３」による財政支援を受け、それぞれの特色を活かし地域づくり

を進めています。 

 その中の一つが「神納東地域まちづくり協議会」（以下「協議会」という。）です。平成 24

年３月に設立し、旧神納東小学校学区の６集落で構成されています。設立時にまちづくりの

基本理念や将来像、具体的な取り組みの方向性を示す「第１次神納東地域まちづくり計画」

（以下「第１次計画」という。）を定め、その後、平成 27 年４月には第１次計画を踏襲した

「第２次神納東地域まちづくり計画」（以下「第２次計画」という。）、平成 30 年度４月には

「第３次神納東まちづくり計画」（以下「第３次計画」という。）を策定し、継続して取り組み

を進めてまいりました。 

 令和２年度で第３次計画の目標年次を迎えたことから、これまでの活動の成果と課題を精

査し、「第４次神納東地域まちづくり計画」（以下「第４次計画」という。）を策定します。平

成 29 年７月に中学生以上を対象とした住民アンケートの結果から、世代別・男女別の住民ニ

ーズが可視化され、地域の課題や今後優先的に取り組むべきテーマなどが浮き彫りになりま

した。この貴重な調査結果を計画に反映し、更なる地域の元気づくりを進めてまいります。

そして、協議会設立時の目的を改めて確認し、少子高齢化や人口減少が急激に進む中、激変

する社会情勢に対応した地域づくりを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

*1 市民と行政が、地域課題や公共的課題の解決のため、又はまちづくりを進めていくために、それぞれの持

つ特性を活かしながら、補完し合い、協力し合い、対等な立場で取り組んでいくこと。（市民協働のまちづ

くり指針より引用。平成 21 年 11 月、村上市政策推進課発行） 

*2 町内や集落における活動の支援を含めた包括的な地域のまちづくりを行う組織。町内や集落がまとまった

一定の区域で設置され、設置区域は規則で定められている。 

*3 組織の運営支援及び地域まちづくり計画に基づき実施する活動支援として市から交付される。交付金の額

は、人口割及び行政区割によるほか辺地度数による加算を加え、市内地域組織に配分される。 
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２ 地域まちづくり計画について 

 

(1) 地域まちづくり計画とは 

 地域組織は、地域におけるまちづくりの基本方針、地域の将来像、事業等をまとめた「地

域まちづくり計画」を策定し、この計画に基づき具体的な取り組みを実施し、まちづくりを

推進します。 

この計画では、地域のみなさんの手により、地域の課題や特色などを踏まえ、永続的な活

動を進められるように地域のあるべき将来像を示し、それと共に、具現化を図るため地域の

実情に合わせた事業計画を盛り込みます。 

 地域の実情や地域のみなさんの思いを反映し、共通の認識により目的をもった「地域の元

気づくり」を進めていくため計画を策定するものです。 

 

(2) 計画の対象と期間 

 ① 計画の対象 

   この計画の対象範囲は、神納東地域（６集落）となります。 

 ② 計画期間 

   計画期間は令和３年度から令和５年度までの３か年とします。 

 

(3) 計画の構成 

 この計画の構成は以下のとおりです。 

 

１地域の現況と課題   

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの基本理念、目指すべき地域の将来像 

事業実施の基本方針 

 

具体的な取り組みの方向性 

 

地域の現況 

地域の課題 

（住民アンケート結果） 

（集落の話し合い事業） 

協議会の成果と課題 

（事業評価と検証） 
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３ 地域の現況と課題 

 

(1) 地域の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 地勢、歴史 

   神納東地域は、旧神林村の北部に位置し、旧村上市に接する農村地帯です。地域の大

半を占める平野部には区画整備されたほ場が広がり、稲作を中心とした農業が盛んです。

地域の東側には里山が広がり、スギや広葉樹の林業生産のほか、シイタケなどの特用林

産物生産も行われているとともに、水田と里山が広がる景観を形成しています。 

   神納東地域には、国指定史跡の山元遺跡*4 をはじめとして、市指定文化財の経塚*5（里

本庄）などの遺跡群や延喜式神明帳*6 に記されている湊神社（七湊）など貴重な歴史財

産が存在します。また江戸時代の水利権を巡る訴訟の和解文書とされる「済口証文*7」が、

関係３集落（山屋、上助渕、下助渕）の共有財産として代々大切に保管され、３年に一

度、保管の引継ぎ式が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   新潟県村上市 

神納東地域 

*4 新潟平野の北部に接する村上丘陵に所在する弥生時代の集落跡。日本海沿岸東北自動車道建設に伴い発見

され、重要な遺跡であることが判明し現状保存の措置が執られた。遺跡は居住域と墓域から成り、居住域か

らは防御機能を持った溝（環濠（かんごう））が、墓域からはガラス小玉などが検出された。弥生時代後期

を最盛期とし、現在のところ日本海側最北の高地性環濠集落である。2016 年 10 月３日、国史跡の指定を受

けた。 

*5 鎌倉時代末～南北朝時代、小泉荘の領家藤原中衛門宗清が父宗冬の霊を慰めるために築造したものと推定

される。 

*6 延喜式とは、平安時代中期に編さんされた格式（律令の施行細則）で、延喜式神名帳は、その巻九・十の

ことで、当時「官社」に指定されていた全国の神社一覧である。 

*7 文化３年（1806 年）、女川郷（現関川村）11 カ村が、女川水系の藤沢川の水を大栗田付近で新たに用水路

を切り開き（掘割）、門前川に引き入れたことを不服として村上藩領の 18 カ村を相手どり訴えを起こした。

この事件は江戸幕府の評定所まで持ち込まれ、最終的には和解が成立した。紛争の和解を当事者連名で届け

出た証文が「済口証文」であり、巻物に表装され現代まで大切に保管されてきている。 

済口証文の引継ぎ式 山元遺跡からの眺望 



- 4 - 

 ② 生活、交通 

   神納東地域は６つの集落で構成されており、旧神林村時代から小学校区単位での公民

館事業などのコミュニティ活動も盛んで、集落相互の交流や情報交換が行われています。 

   令和２年３月で、神納東小学校が 144 年の歴史に幕を閉じました。閉校後、校舎の利

活用は行われておらず、一日も早い校舎の利活用が望まれます。 

   交通事情は、南北にＪＲ羽越本線、日本海沿岸東北自動車道（村上瀬波温泉ＩＣ）と

国道７号が縦断し、東からは国道 290 号が接続する交通の要衝であり、交通の便の良さ

と併せ交通量も多い地域です。交通の利便性の向上と共に、国道７号沿いを中心に事業

所やショッピングセンター等が進出し、市内外から多くの方が訪れています。 

 ③ 地域の行事等 

   神納東地域では各集落で伝統行事や盆踊りなどが大

切に受け継がれてきており、地域住民の愛郷の心や地域

の誇りを形成する重要な要素の一つとなっています。毎

年これらの行事の前には、集落の小中学生を中心とした

若い世代が一生懸命練習に励み、本番では伝統芸能や盆

踊りの演奏などを見事に披露します。 

   また、協議会発足以来、各集落での交流・親睦を目的とした行事も多く催され、集落

内の住民交流や親睦に寄与しています。 

 ④ 集落別の人口 

  神納東地域の集落別の人口及び人口ピラミッドは表１のとおりです。近年、地域内の

一部集落で宅地分譲が進み、地域外から若い世代を中心とした転入があったことから、

集落によって年齢構成に違いがありますが、若い人が少なく高齢者（65 歳以上）が多い

「つぼ型」の人口ピラミッドになっている集落があります。令和２年４月現在の神林地

区の高齢化率「38.6％」や村上市の高齢化率「38.7％」を越えている集落は存在しませ

んが、超高齢社会に該当する高齢化率「21％」を上回っており、少子高齢化は避けられ

ない状況にあります。 

村上市に目を向けると、人口減少の流れは止まることはなく、2040（令和 22）年頃に

は老年人口が生産年齢人口を上回ることが予想され、2045（令和 27）年頃には村上市の

人口が３万７千人を割り込むとの推計が出されています。 

また、総務省が公表した 2020（令和２）年 1 月 1 日時点の「住民基本台帳に基づく

人口、人口動態及び世帯数」によると、日本人は前年から 50 万 5,046 人減少して 1 億

2,427 万 1,318 人（外国人を除く）。1968（昭和 43）年の現行調査開始以来、最大の減

少数で、初めて 50 万超の減少となりました。日本人の人口は 2008（平成 20）年をピ

ークに 2009（平成 21）年から 11 年連続の減少で、減少数は下げ止まることはなく、

まさに人口激減社会と言っても過言ではありません。 

 

 

七夕まつり（七湊） 
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  （表１：神納東地域の人口動態）                  （単位：人） 
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      ※ 令和３年１月１日現在の数値は、村上市統計資料から引用。 

      ※ 村上市、神林地区の高齢化率、人口減少の推計については村上市 HP から引用。 

 

(2) 地域の課題 

 地域が抱える課題について、平成 29 年度に実施した住民アンケートや集落での話し合い

の結果から次のとおり整理します。 

①  神納東地域 住民アンケート 

   神納東地域を含む神林地区の５つのまちづくり協議

会では、第３次地域まちづくり計画策定時に、世代別・

男女別の住民ニーズや課題を「見える化」し、計画に反

映するため、平成 29 年７月、中学生以上の全住民を対

象としたアンケート調査を実施しました。配布・回収に

当たり各集落から多大なるご協力をいただき、非常に

高い回収率となりました。その回収率から、地域住民の意向がしっかりと反映されてい

るデータといえます。アンケートの結果から地域のさまざまな課題や今後優先的に取り

組むべきテーマが浮かび上がりました。 

 

 

 

 

住民アンケートの結果報告会 
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アンケートの結果とポイントは次のとおりです。 

【神納東地域】配布 1,246 通、回収 997 通、回収率 80.0% 

アンケート結果 ポイント 

回答者属性          

回答者の半数近くは60代以上。 

農業従事者の82.1％が 60代以上。 

世代別に意見をまとめないと若い世代の声が埋

没する。 

将来的に農地の維持管理が心配される。 

            

日常的な交通手段          

80代になると車を運転する人の割合が減少。 
（70代→80代：男性18.0%↓、女性50.7%↓） 

日常生活での移動が困難になる人が増加する！ 

移動支援を今から考えていく必要がある。 

            

地域活動※への関心 ※地域活動：地域や集落の活動や共同作業、まちづくり協議会等の活動、地域の祭り・行事・イベントなど 

全体では「関心はあるが参加していない」の回

答がトップ。（26.7%） 

その理由の大半は、「余裕がない」。 

（50代以下の９割以上がこの理由） 

必ずしも「地域活動に参加していない＝関心がな

い」というわけではない。多様な関わり方を検討し

たり、直接対話したりすることが必要。 

「関心はないが、付き合いで参加」の理由は、

「頼まれた」が第２位。（23.6%） 

一人ひとりにお願いすることで参加につながる可

能性がある!? 

10～20 代は、「関心はなく、参加したいとも

思わない」の回答割合が多世代に比べて極端に

高い！ 

現状は40～70代の方々の頑張りで地域活動が回

っている。将来に向け、次の世代の人たちの声に

真摯に耳を傾ける必要があるのでは？ 

            

女性・若者の声を反映する必要性        

地域全体では半数以上が「必要」と考えている。

60代男性（役員世代）は約６割超、30代以上

は半数以上が「必要」と回答。 

お互いにその気はある！声を反映させる場や機

会、仕組みについて充足させる必要がある。 

            

この地域に住み続けたいと思うか？        

全体では約３分の２の方が「住み続けたい」と

思っている。（かなり高水準！）ただし、10代、

20代は地域平均より低い。 

若い世代は「わからない」と回答した割合が多い。

幼少の頃から愛郷の心を育む取り組みを！地域

への愛着→将来的な定住へ。 

            

自分の子どもにも住み続けてほしいと思うか？       

地域全体では「住み続けてほしい」が約半数。

子育て中の親世代（特に30代）の「住み続け

てほしい」の割合が地域平均より低い。 

親世代の考えが、子に影響する可能性があるの

で注意が必要！（将来的な人口流出の引き金に

なるかもしれない…） 

            

地域への愛着           

「愛着がある」と答えた人は 62.8%で、決して

低い数値ではない！世代間の差もあまり大き

くなく、どの世代もこの地域に愛着があること

がうかがえる。 

世代間のギャップが少ないのはいい兆候で、今後

も地域全体で郷土愛を育んでいくことが大切。 

            

誇りに思う地域資源は？（複数回答）        

全体でのトップ５は 

① 景観・自然環境       40.2% 

② 暮らす人々         30.7% 

③ 諸行事（祭り、イベント等） 23.7% 

④ 助け合いなどの社会関係   22.5% 

⑤ 特産物           15.6% 

これまで地域で大切にされてきた自然環境や人と

人との関係、伝統行事をはじめとした地域・集落

の諸行事が、誇りや愛着につながっていると言え

る。 

一方で若い世代では「無い」と答える割合も高く、

世代間の意識の違いにも目を向ける必要がある

のでは？ 



- 8 - 

            

近所づきあいでの悩みは？（複数回答）        

全体の約６割が「悩みなし」と回答しているが、

年代別に見ると30～60代では「忙しすぎる」、

80 代では「仲間がほしい」という悩みが全体

平均より高い。 

人は減っているが、役割・仕事量が変わらなけれ

ば負担感が増す。今後想定される人口減少に備

え、地域・集落の運営の方法や組織の体制につい

て検討を始める必要がある。 

            

暮らしの中での困りごと（複数回答）        

全体でのトップ５は  

① 健康面への不安がある     18.7% 70、80 代でトップ。（60 代は第２位） 

自らの健康について不安視している人が多い。 

② 玄関先の雪のけなどの冬季の除雪 17.2% 30 代以上で上位に入っている。 

40代は除雪の担い手という立場で、70、80代は自

身の困りごととしてあげられている？ 

③ 災害への備えや避難      15.4% ほとんどの世代に上位にランクインし、地域共通

の困りごと（心配ごと）と言える。地域全体で防災

意識・防災力の向上が求められる。 

④ 農地や山林の維持管理     15.0% 50 代以降で上位にランクイン。（60 代は第１位） 

40 代以前はまだ関心が薄い？ 

⑤ 仕事・雇用に関すること    14.7% 働く世代で上位にランクイン。 

（20、40、50 代で第１位。30 代で第２位） 

【まとめ、注意点など】 

・世代別の困りごとも分析して丁寧に着目することが重要。（少数派である若い人の意見が埋もれやす

いので注意！） 

・「医療体制に不便を感じる（全体６位）」は、30～60 代で上位。子育て、親の介護という面で困りごとに

なっている!? 

・「仲間と気軽に集まる場所がない（全体８位）」は、10～20 代で上位にランクイン。（10 代では第２位） 

・「結婚に関すること（全体 13 位）」は、20 代のみ上位にランクイン。（20 代の第２位） 

・「買い物・通院などの移動手段（全体 15 位）」は、80 代のみ上位にランクイン。（80 代の第４位） 

            

取り組みの満足度と重要度の評価        

アンケート結果から見えるこれから重点的に取り組むべきテーマのトップ５は 

① 見回りなど、防犯・交通安全活動 30～60 代は圧倒的にこれが大切だという評価。 

周辺道路の整備や商業施設の進出が要因？ 

② 状況把握・持ち主との交渉など、空き家の 

管理活動 

50 代以上はこの必要性を強く感じている。 

人口減少・流出の影響か?! 

③ 避難訓練・連絡体制など、防災活動 30代以上はこの必要性を感じている。防災体制の

強化が急がれる。 

④ 登下校の見守りなど、子どもの安全を支え

る活動 

30～60 代はこの必要性を強く感じている。地域で

子どもを育てる・見守るという意識の現れか。 

⑤ 買い物・通院など、移動支援活動 30～60 代はこの必要性を強く感じている。自分の

親や祖父母世代への移動支援を求めている。 

【年代別集計による特記事項（その世代で重要だと思っているもの）】 

（30～60 代） ☆見守り・配食サービスなど、生活支援活動 

（50 代以上） ☆農地・山林などの維持管理  ☆婚活イベント・紹介など結婚対策 

（10～60 代） ☆子育てなどの相談ができる人や場 ☆日常的な不安や悩みが相談できる場や人 

            

            

            

            

            

            

            



- 9 - 

② 集落の話し合いの場づくり 

   協議会では、平成 29 年度から「集落の話し合い促進事業」を実施し、住みよい集落づ

くりや活性化、地域の課題解決に向けて各集落での話し合いの場づくりを推進してきま

した。 

２年目に入ると、話し合いの場を設けることが難しい点や、令和２年に入り蔓延した

新型コロナウイルスの感染防止の観点から、実施すること自体が難しくなっています。

その中で、令和３年１月に実施した評議委員会では、集落ごとに聞き取りを行い下記の

課題を聞き取ることが出来ました。 

少子高齢化が叫ばれる昨今、今後、集落の話し合いはもとより、テーマを決めて話し合

うことや、年代別など異なるカテゴリーでの話し合いを計画し、別なアプローチで地域

の課題解決に向けて活動する必要があります。 

 

【評議員会で出された主な課題】 

・集落に女性や若者の声が反映されていない。 

・集落事業への参加率 

・集落の規約の改正 

・集落役員の後継者育成 

・防災への関心度の向上  など 

 

 ※人口減少、少子高齢化に起因して複数の課題が混在している！ 

 ※社会情勢に対応した備え、地域づくりが必要！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集落での話し合い（里本庄） 
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４ 協議会の活動の成果と課題 

 

 神納東地域では平成 24 年３月に協議会が設立され、地域の目指すべき将来像や解決すべ

き課題について住民のみなさんと共有しながら地域づくりに取り組んできました。これまで

の活動の成果と課題について、基本方針に基づき次のとおり整理します。 

 

①  地域の景観を整備することで、快適な生活空間をつくります。 

（花いっぱいプロジェクトの推進） 

   協議会では、集落や団体による自主的な花の植栽や管理

の支援を行ってまいりました。集会施設や公園、集落内の

市道脇が花で彩られる風景は、地域内外から好評を得てい

ます。一方で、植栽後の水やりなどの維持管理で負担感が

あり、今後、事業の継続・拡充のためには、新たな支援の

仕組みづくりの検討が必要となります。 

②  人と人とのつながりを深め、持続可能で安心・安全な地域、集落づくりを進めます。 

（集落活動支援） 

   協議会では、地域の活性化は集落が基本単位であるとの考えのもと、設立当初から集

落での活動や必要な備品の整備等に対して支援を行ってまいりました。このことにより

親睦・交流を目的とした活動の充実や、伝統行事を継承する体制の整備が行われました。 

今後は、各集落で事業目的を明確化して一層の充実を図るとともに、支援制度の検証

を行いながら進める必要があります。また、各集落の成果や課題等を発表し合う機会に

より、情報交換や研鑽を図ることも必要になってきます。 

（山元遺跡での活動） 

   山元遺跡は平成 28 年 10 月に国史跡に指定されました。協議

会では、地域の力で山道の簡易な整備活動を行い、遺跡の理解を

深め、郷土愛の醸成を図る取り組みを進めてまいりました。 

村上市教育委員会では、令和３年度から保存活用計画の策定な

ど本格的な整備に着手します。行政と地域の協働により貴重な遺

跡の活用を推進し魅力発信をすることが、活性化につながります。

そのため、効果的な活用方法について行政担当部署と相談し、取り組みを検討すること

が重要となります。 

③  ふれあいの心を育み、支え合える地域をつくります 

（神林地区敬老会への参画） 

地域を長年支えてこられた敬老者の長寿をお祝いするため、神林地区では敬老会が行

われています。敬老会の実施にあたり、協議会では実行委員会へ委員を選出し企画・運営

にあたるとともに、各集落で運営協力を行うことなどにより参画しています。これによ

墓域から出土した 

ガラス小玉 

植栽の活動（志田平） 
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り、世代間交流が図られ、助け合いの気持ちが育まれるなどの効果があがっています。 

令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から開催を見送り、歳祝い

の方への賞状と記念品の授与が行われました。旧友との再会を楽しみにしている敬老者

も多数おられるとは思いますが、飲食を伴う開催は今後も困難が予想されるため、開催

方法の検討が急務となっています。 

（地域での支え合いの仕組みづくり） 

超高齢社会に対応した取り組みとして、地域での支え合いの仕組みづくりが市内各地

区で始まっています。神林地区でも平成 28 年にかみは

やし互近所ささえ～る隊（神林地区生活支援協議体*8）

が設立され、協議会も参画して地域での助け合い・支え

合いの仕組みづくりについて協議が進められています。 

今後の人口推計から、地域・集落内での支え合いの仕

組みづくりは重要課題の一つです。こういった取り組み

について地域への浸透を図り、超高齢社会に対応した地域

づくりを進めていく必要があります。 

④  集落を越えた地域全体での活動を進め、地域の一体感を醸成します 

   協議会では、一体感の醸成や親睦・交流を図るため、地域全体でのイベントを実施し

てきました。 

（神納東ふれあい運動会） 

地域内の６集落が集い親睦と融和を図る機会として集落対

抗の運動会を行っています。平成 30 年度から、「自分たちの

地域は自分たちで守る」をテーマに、防災の要素を含んだ種目

を実施しています。地域に根差した伝統的な行事となってい

る一方で、集落における選手選考等の負担感なども感じられるところです。 

評議委員による評価では、継続は妥当という意見が多数でしたが、時代に即した効果的

な開催について引き続き内容の検討を進める必要があります。 

（神納東ふれあい市） 

豊富な農産物など地域の特性に着目し、交流による活性化や地域の魅力再発見のため、

「神納東ふれあい市」を開催しました。多くの来場者が見込め

ることから、小学校の文化祭と同日同会場で開催しました。令

和元年度、小学校と都合が合わず、単独での開催を実施したと

ころ、集客が落ち込み、令和２年度は開催を見送ることとしま

した。今後、旧神納東小学校の利活用の状況を見て、開催の可

否を検討していきます。 

 

 

 

地域別フォーラム 

(住みよい地域づくりのための 

年代別ワークショップ) 

神納東ふれあい運動会 

*8 超高齢社会に対応して、高齢者が住み慣れた地域で生活できるよう支援する生活の仕組みを実現し、地域

の医療・介護・福祉等の関係機関や住民自治組織、各種団体が連携し社会基盤の整備を進めることを目的に

組織されている。神林地区では各まちづくり協議会が参画し、地域づくりと一体化して推進体制をとること

としている。 

神納東ふれあい市 
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（新神納小学校開校記念事業） 

令和２年３月末で神納東小学校が閉校となり、４月から神納小学校、神納東小学校、西

神納小学校が統合し、新神納小学校が開校しました。当協議会では、小学校とのこれまで

の交流を絶やすことなく、令和２年度、運動会、文化祭、卒業式での交流を計画しました。

コロナ禍のため、計画通りの活動はできず、卒業式での鉢花の贈呈のみとなりましたが、

今後も活動を継続してまいります。 

（神林中学校と連携事業） 

令和元年４月に、平林中学校と神納中学校が統合し神林中学校が開校しました。令和元

年度は開校記念事業として体育祭終了後に人文字を作りバルーンリリースと、リリース時

を空撮した写真を使いクリアファイルを作成して、生徒へ贈呈しました。また、令和２年

度は、全校で神林地区内を歩くウオークラリーで使用する案内表示板の作成費用の援助を

行いました。引き続き、中学校との活動を継続してまいります。 

（関係人口創出・拡大事業） 

令和元年度に、神林支所地域振興課の自治振興室で総務省の補助事業を利用して関係人

口創出の活動を行い、令和２年度から、神林地区の５つのまちづくり協議会と神林地区活

性化協議会が事業を引継ぐかたちで「関係人口創出事業実行委員会」を立ち上げました。 

令和２年度は、神林道の駅にある「とれたて野菜市」が主催しているイベントに参加し、

ともに盛り上げるかたちで、関係人口創出拡大事業「カボチャのお化け＆気になるかかし

祭り」を企画し、準備を進めてきましたが、コロナ禍のため規模を大幅に縮小しての開催

となりました。 

今後、人口減少や少子高齢化社会から集落や地域の行事などを維持していくのが困難に

なっていくことが想定されますので、活動を継続して行う必要があります。 

⑤ その他 

（協議会の運営） 

協議会が設立されて 10 年目を向かえました。これまでに、神林地区の大きな動きとして

小中学校の統廃合が行われ、当地域唯一の学校であった神納東小学校が令和２年３月末に

閉校しました。旧小学校単位で設立した協議会でもあるため、小学校との交流は大切な活

動のひとつとして継続してまいりました。しかしながら、神納東小学校閉校後、統合後の

神納小学校とは以前のように密接な交流は行われていない状況です。今後、小中学校統合

に伴う協議会の在り方についても協議を進める必要があります。 

（取り組みの啓発） 

協議会の取り組みについては、広報紙やホームページ等を活用して行っています。普及

啓発は重要であり、今後、広報担当の部門の設置などを検討する必要があります。 

（各種団体との連携） 

地域には個別の目的を持った団体が多く存在しており、協議会を含めた各団体が連携し

て効果的に取り組むことで、地域づくりを加速させることが必要です。さらに効果的な連

携を進め、地域活性化や地域課題の解決に取り組みことが重要となります。 
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５ まちづくりの理念、将来像、基本方針 

 

 「地域の現況と課題」、「協議会の活動の成果と課題」を踏まえ、まちづくりの理念と将来

像を次のとおり定め、将来像の実現をめざし、まちづくりを進めます。 

 

(1) まちづくりの理念 

 「まちづくりの理念」は次のとおりとし、この考え方を基本としてすべての取り組みを進

めます。 

 

 

 

 つながり…この地域に住む人の心のつながりや世代間の交流、心温まる人間関係を表してい

ます。 

 支え合い…互いに思いやり、地域の一員として支え合いながらこの地で暮らす様子を表し

ており、社会情勢の変化に対応して地域づくりを進める思いが込められています。 

心やさしく…この地域の誇れる財産（地域資源）は自然豊かな景観や地域に暮らす人々。郷

土への愛情を育み、やさしい気持ちでこれからも安心して暮らし続けられる地域

を表しています。 

 

(2) 目指すべき地域の将来像と基本方針 

 「まちづくりの理念」のもと、次のとおり将来像を定めます。また、将来像を具現化するた

めの基本方針を定め、取り組みを通じ、まちづくりを進めます。 

 

目指すべき地域の将来像 

 

 

 

 

基本方針 

 

 

 

 

つながり、支え合い、心やさしく暮らせる神納東 
～笑顔があふれる集落・地域をめざして～ 

☆ 豊かな自然環境や美しい景観を守り、郷土愛があふれる地域 

☆ ふれあいの気持ちが育まれ、みんなの心がつながる地域 

☆ 安全で安心した暮らしを保つため、みんなで考え、話し合い、助け合う地域 

１．地域の景観を整備することで、快適な生活空間をつくります。 

２．人と人とのつながりを深め、持続可能で安心・安全な地域・集落づくりを進めます。 

３．ふれあいの心を育み、支え合える地域をつくります。 

４．集落を越えた地域全体での活動を進め、地域の一体感を醸成します。 

５．地域に親しまれる健全な組織運営を目指します。 
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６ 具体的な取り組みについて 

 

 具体的な取り組みの方向性を定め、各種事業を実施し、地域づくりを推進します。 

 

(1) 基本方針と具体的な取り組みの方向性 

基本方針 具体的な取り組みの方向性 

１ 地域の景観を整備する

ことで、快適な生活空間

をつくります。 

・身近な所に花や緑を植えることで、快適な生活空間を創出する。 

・多くの人が行き交う場所の景観美化により地域をＰＲする。 

・地域の景観美化活動を通じ、地域の誇り、郷土愛を醸成する。 

２ 人と人とのつながりを深

め、持続可能で安心・安

全な地域・集落づくりを

進めます。 

・住民の交流促進により、集落活動の活性化を図る。 

・集落での話し合いを促進し、現状理解と住民自治の進化を図る。 

・伝統行事の継承に努め、郷土への理解と愛着意識を醸成する。 

・地域資源に触れ、ふるさとに誇りをもてる人材を育成する。 

・何度も訪れたくなる魅力的な地域を創出する。 

３ ふれあいの心を育み、

支え合える地域をつくり

ます。 

・集落内、地域内で相互扶助の意識を醸成する。 

・この地域で安心して暮らし続けられるよう、支え合いの仕組みづくりを

構築する。 

４ 集落を越えた地域全体

での活動を進め、地域

の一体感を醸成します。 

・地域の特性を活かした交流事業を実施する。 

・生活と心を豊かにするレクリエーションの場を創出する。 

・地域内集落の協力関係を構築する。 

５ 地域に親しまれる健全

な組織運営をめざしま

す。 

・地域づくりの研修の場を設け、地域の将来を担う人材を育成する。 

・活動の広報により、地域への浸透を図る。 

・他団体との積極的かつ効果的な連携により、将来像の実現を図る。 

(2) 事業項目 

基本方針 事業項目 

１ 地域の景観を整備する

ことで、快適な生活空間

をつくります。 

快適な生活空間の創出 

・集落・団体による「花いっぱいプロジェクト」を支援し、快適な生活空間を

創出する。 

地域の景観美化 

・旧神納東小学校グラウンドの除草作業を行い、地域の景観美化を図る。 

２ 人と人とのつながりを深

め、持続可能で安心・安

全な地域・集落づくりを

進めます。 

集落活動支援 

・集落の活性化や課題解決、伝統行事の継承のために、集落が主体とな

って取り組む事業を支援する。 

郷土愛の醸成 

・山元遺跡を地域で活用することで、郷土愛醸成や地域振興を図る。 

・当地域出身でプロサッカーチーム「アルビレックス新潟」所属の本間至

恩選手を応援し、ふるさとにも誇れるものがあることを認識する。 

話し合いの場づくり 

・住みよい集落づくりや地域の課題解決に向けた話し合い促進事業を推

進する。 

防災の取り組み 

・村上市防災士会と、神納・西神納・神納東まちづくり協議会で防災研修

を行う。 
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基本方針 事業項目 

３ ふれあいの心を育み、

支え合える地域をつくり

ます。 

神林地区敬老会への参画 

・世代間交流を図り、助け合いの気持ちを育む。 

地域での支え合いの体制整備 

・少子高齢化社会に対応し、住み慣れた地域で暮らし続けられるように、

支え合いの体制づくりを進める。 

４ 集落を越えた地域全体

での活動を進め、地域

の一体感を醸成します。 

地域との交流事業 

・伝統の神納東ふれあい運動会を継続開催し、交流と団結を図る。 

・神納小学校や神林中学校と連携して活動を行い、一体感を醸成する。 

・神林地区で活性化に取り組んでいる団体と相互に連携し、関係人口創

出・拡大事業を実施する。 

５ 地域に親しまれる健全

な組織運営をめざしま

す。 

研修事業の実施 

・時代に即応した地域づくり、人材の育成を進めるため、研修を実施す

る。 

まちづくりの広報 

・広報誌の発行やインターネットを活用した広報を行い、取り組みの浸透

と住民意識の高揚を図る。 

各種団体との連携 

・地域活性化や安全安心な地域社会の実現のため、関係団体と効果的

な連携を進める。 

 

(3) 取り組み推進のための事業評価 

 取り組みを進める中で事業評価を実施し、事業の進展を図るとともに必要に応じて見直し

等を行い、地域を取り巻く情勢の変化や時代の流れに即応した地域づくりを進めます。 

事業評価にあたっては、事業の企画・運営を行う運営委員自らが行うものに加え、６集落

の区長で構成され協議会への評価、助言を行う評議委員からも意見を聴取し、集落と結びつ

いた運営に努めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４次 神納東地域まちづくり計画 

 

神納東地域まちづくり協議会 

（事務局）新潟県村上市岩船駅前 56 番地 

☎ 0254（66）6122 

http://www.city.murakami.lg.jp/site/kannouhigashi/ 

https://www.facebook.com/kannouhigashi/ 
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